
 

 

 

 

 

 

 

「令和 2年度のまとめを充実させよう！」 
        水俣第一小学校長 光山 忠  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集 主幹教諭 池邉 頼人 

 

「虔(つつしみ)賢（かしこく）健（すこやかに）・４５９」 

令和３年１月２６日 第８号 水俣第一小学校だより 

編集 主幹教諭 池邉 頼人 

 

学校教育目標 
「ふるさと・人・命」を大切にし、夢や目標に向かい粘り強く努力する児童の育成 

コロナ禍の中での危機管理意識！ 
 新型コロナウイルス感染症の拡大防止対策のため
に「新しい生活様式」を実践してきました。学校生
活の中では、随分定着してきましたが、確実にでき
ている場合だけでなく、ついうっかりという場面を
見かけることがあります。 
 新型コロナウイルス感染症に関して、熊本県内で
はクラスターの発生を始めとして感染者数が増加し
熊本県独自の緊急事態宣言も発令されている状況に
あります。学校においても、３密を避ける、マスク
着用、手洗い、手指消毒の徹底等新しい生活様式を
確実に実践することが必要であり、それは、危機管
理の一つだと思います。 
不祥事・事故防止に関して、学校危機管理の「さ

しすせそ」があります。「さ・最悪を想定して」「し：
慎重に」「す：素早く」「せ：誠意をもって」「そ：組織で
対応する」というものです。 
新型コロナウイルス感染症拡大防止対策でも、同

様の心構え・意識を持っておきたいと思います。 

 

 
 
 

  ３学期の始業式は、２学期の始業式、終業式と
同様リモートで実施しました。今年度は、新型コロ
ナウイルス感染症対策としてリモートでの集会等
が増えました。全児童が一堂に集まった活動につ
いては、しばらくは我慢しなければなりません。 
今回の始業式で児童に話したのは、「あ・い・
う・え・お」を大切にした生活を続けてくださいと
言うことでした。入学式や２学期終業式でも話し
た内容でしたが、「あ・い・う・え・お」を大切にし
つつ、今年度のまとめを頑張ってほしいという願
いからでした。ちなみに、 

「あ」は、挨拶の「あ」 
「い」は、命の「い」 
「う」は、運動の「う」 
「え」は、笑顔の「え」 
「お」は、思いやりの「お」 です。 

  ３学期は、学校中で明るく爽やかな挨拶が飛び
交い、休み時間には笑顔で思い切り体を動かす
子供たちでいっぱいになってほしいと願っていま
す。そして、学校生活をとおして、思いやりのある
言動ができる子供たち、命を大切にできる子供た
ちを育てていきたいと思います。 

さて、１月も下旬となりましたが、子供たちは寒
さに負けず、元気に学校生活を送っています。特
に、始業前には、サッカーや鬼ごっこ、縄跳び等を
して元気よく遊んでいる子供たちがたくさんいま
す。昼休みは、朝以上に子供の数が増え、それぞ
れ笑顔で楽しく遊んでいる姿に元気をもらってい
ます。これからも、体づくりにもつながる外遊びを
大事にしていきたいと思います。 
また、育友会役員や保護者の皆様にも機会を
捉えて子供たちの遊びの様子を見ていただくこと
があります。そして、子供たちの様子についての気
付きを話していただくこともあり、大変ありがたく

感謝しております。今後も、積極的に学校を開い
ていきたいと思います。 

 
 
 
  ３学期はまとめの学期であり、次年度の準備の 
学期、令和３年度０学期という見方ができます。 
そこで、３学期の最初の職員会議では、次のよ 
うな話をしました。 
１ 次年度につながるように、学年の発達段階に 
配慮しつつ、「学級の学習規律の定着」「学級
の支持的風土の醸成」「個人の学習習慣の定
着」「個人の学力向上の取組」「学習環境の整
備」に力を入れて取り組んでほしい。 
２ 令和２年度の集大成（まとめの学期）として、 
  「個人の学力充実」「学級の仲間づくり、学級

集団づくり」「思い出に残る『卒業式』」にこだ
わっていこう。 
特に、卒業式については、「様々な制限、制約
がありますが、６年生のために今できる、考えられ
る最大限の工夫をしながら、子供たちの記念にな
るものを創っていきましょう」と願いを伝えました。 
コロナ禍であっても、子供たちの成長のために
必要な体験、活動に取り組めるよう適切な対策を
講じながら努めていきたいと思います。 

職員会議の中で 始業式の中で！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     
                     
 １月２３日（土）、総合的な学習の時間「水
俣たんけん」で、３学期は自分にもできる環
境を守る取組をやってみようと計画していま
す。その一つとして、牛乳パックをリサイク
ルしてパクパク人形を作りました。飾りもチ

ラシや包装紙を使いました。簡単な作りです
が、買った材料がなくても楽しめるというこ
とを体験ができました。 

                 日本で昔から遊ばれていた遊びを体験しました。学年行
事として学級委員、ベルマーク委員のみの保護者の方 

に準備や運営のご協力いただきました。そのおかげで、けん玉、めんこ、こま回し、羽根つき 
など９種類の遊びに挑戦することができました。特別ゲストとして校長先生や数人の職員にも 
参加いただき、子供たちに遊び方のこつを教えてもらいました。子供たちは「もっとしたい！」 
という声が上がるほど、夢中になって取り組みました。 

 

１年 むかしあそび 

  

 
学校内でもＧＩＧＡスクールに伴う工事
を行っております。一人１台のタブレット端
末が導入されるにあたり、ネットワーク環境
を無線で使用できるように整備しています。 
また、大運動場側校舎（Ｃ棟）の一階にあ
る４年１組教室前トイレ、なかよし４組教室
内トイレの一部を洋式化するために、工事を
行っています。 

 
 
熊本県教育委員会から、教 
育広報誌の最新号「ばとん・ 
ぱす vol.5５」が発行されて 
います。 QRコードはこちらから→ 

              

 
  １月２３日（土）、水俣川から引いた水がど
こを流れ、どんな目的をもって使われている
のか、川や水路の流れを追いながら陣内・古
城近辺を散策しました。天気の心配もありま
したが、学校へ帰りつくまで雨も降らず、最

後の校外調査を終えました。これから、これ
まで調べてきたことを自分の課題に沿ってま
とめていきます。                   

教育広報誌「ばとん・ぱす」 
 

４年 最後の水俣川調査 

 
３年 牛乳パックで人形づくり 

 

 

学校内での工事 

 

  

 

１月８日（月）から３月まで、正門前の市
道が舗装のため、工事中となっております。
そのため、これまで正門から登校してきた子
供たちは大運動場側、小運動場側に登校でき
る出入口から登校しています。工事は、３月
までの予定です。来校の際は裏門からお願い
します。 

 
 
 
 

 
 
 
 

 

正門前工事及び通学路の変更 

 


